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1. 裁縫雛形 : 布を用いて実際の寸法よりも小さな寸法で制作された、衣類や生活用品に関する作品
2. 基礎縫い作品 :	運針やまつり縫いなど基本的な縫い方やボタン付けを練習した作品及び衿や袖、腰板など部分的な形状練習のた
めに制作された作品
3. 編物作品 : 毛糸やレース糸を用いて編まれた作品
4. 刺繍作品 : 刺繍の技法で図案が表現されている作品
5. 染物作品 : 染色を目的として制作された作品
6. 写生作品 : 植物や動物などを模写した作品
7. 組糸作品 : 糸が組まれた組紐の作品
8. 袋物作品・お細工物 : 布を用いて制作された身の回りの小物や飾り物の作品
9. 制作道具類 : 作品の制作に使用された道具
10. 書籍類 : 書籍や雑誌、雑誌の切り抜きなど
11. ノート・制作メモ : 個人が授業内容を自筆したものや、制作に関する覚書がなされている冊子や用紙
12. 成績 : 成績簿や通学簿など成績に関する記載のあるもの
13. 証書 : 卒業証書、修了証書、免許状、辞令など
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14. 写真 : 当時の写真、卒業生の現在の様子が写された写真や卒業アルバム
15. 学園に関する資料 : 校章や記念絵葉書など
















類と中分類を用いた。この分類によると大分類は、1. 和装雛形、2. 洋装雛形、3. 有職雛形、4. 生活用品雛形に分けられており、中
分類は、1. 被り物、2. 上衣、3. 下衣、4. 外衣、5. 下着、6. 手甲・脚絆、7. その他に分けられている。4. 日用品雛形については、東
京家政大学における大分類 1. 和装雛形、2. 洋装雛形、3. 有職雛形に用いられている中分類が適用されておらず、生活用とのみ記さ
れている。そのため本研究においてもそれに従うこととした。
　本学所蔵作品の分類結果を見てみると、大分類では、1. 和裁雛形 180 点（45%）、2. 洋裁雛形 173 点（44%）、4. 生活用品雛形 35
点（9%）、3. 有職雛形 8点（2%）の順に作品数が多くあることが分かった（図 2）。次にこの大分類を中分類に分けそれぞれの作品
数を見てみると、和装雛形では作品数の多い順に 3. 下衣 76 点（42%）、2. 上衣 62 点（35%）、6. 手甲・脚絆 22 点（12%）、4. 外衣




















































































2. 上衣 37 点（22%）、3. 下衣 15 点（9%）、4. 外衣 9 点（5%）、1. 被り物 5点（3%）、7. その他 9点（5%）、6. 手甲・脚絆 0点（0%）
であった（図 4）。3. 有職雛形については、8点の作品中 7点が上衣であり、残り 1点は下衣に分類された。4. 日用品雛形は寝具 14











































































































図 6　左 : 氏名、所属、考査済み印　右 : 作品札、教員印
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左 : 通學簿　右 : 裁縫細目並成績
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職業学校及び共立女子専門学校が開校していた 1. 明治、2. 大正、3. 昭和とする。なお制作者の情報がない作品に関しては現段階で
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図 8　裁縫雛形作品一例
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図 8　裁縫雛形作品一例（続き）
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め、制作作品を全て示す。被衣 3点、袿衣 2点、中一文字肩衣 2点、緋袴 1点で
ある。家政大は 388 点で、多い順にその内訳を示すと單 17 点、丸形肩衣・被衣・
緋ノ本長袴各 15 点であった（表 6）。生活用品では本学は 1. 寝具、2. 油単、3. 蚊
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表 8　和装洋装雛形における大人物と子ども物の比較
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However,	when	reviewing	the	 textiles	of	common	people	since	 the	existing	objects	of	modern	period,	 things	 that	show	much	more	 interesting	
decorative	properties	than	the	various	high-class	textiles	used	by	people	of	the	upper	classes	are	often	found.	And	there	are	not	a	few	things	that	we	
have	a	strong	impression	and	aesthetic	impression	can	be	seen.
Pieces housed in the Kyoritsu Women’s Educational Institution, with a focus on 
saihouhinagata produced at the Kyoritsu Women’s Vocational School
HASEGAWA Saori, TAKAHASHI Yuko, TANAKA Yoshie
Abstract:
This	study	focused	on	saihouhinagata ,	miniatures	of	clothes	and	tools	for	daily	living,	among	pieces	donated	by	the	alumnae	of	the	Kyoritsu	Women’s	
Vocational	 School.	To	 efficiently	 acquire	 sewing	 technique,	 female	 students	 from	 the	Meiji	 through	 the	Taisho	 and	Showa	periods	produced	
saihouhinagata	 in	order	 to	save	 time	and	money.	The	study	aimed	to	generally	 investigate,	as	well	as	precisely	classify	and	name	these	previously	
unexamined	works,	in	order	to	create	basic	data	to	enhance	the	future	sewing	education	of	the	school’s	female	students	and	the	status	of	the	school.	A	
total	of	396	saihouhinagata	 (31	 from	the	Meiji	period,	181	 from	the	Taisho	period,	90	 from	the	Showa	period,	and	94	undated)	were	examined,	and	
classified	based	on	their	characteristics.	Most	were	unnamed,	and	we	therefore	named	all	the	unnamed	pieces	based	on	the	records	of	pieces	donated	by	
the	alumnae	or	 from	other	girls’	 schools.	 In	addition	to	 the	aims	above,	 the	study	revealed	basic	 information	on	saihouhinagata ,	which	will	 serve	as	
valuable	data	in	a	variety	of	studies.
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